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幼いころの養育者との関係が恐れの記憶を持つことがあるためと捉える c 養育者は両親とは|浪らないc 私た
ちの受精卵の 80%以上は生まれてこないが、本人の望むきょうだいを想定し、本人の「あるがままの自己J
に対する望むきょうだいの慈しみ笑顔のイメージ表象をもてることで、「あるがままの自己」で生きる内発
的な報酬を追及することに恐れがなくなるという SAT療法の理論的仮説に基づいて構築されている。望む
きょうだいの代理顔表象をもてることで、実際の養育者である両親への要求水準が低下し、両親の顔表情は
自動的に笑顔や穏やかなものとなる。大脳にとっては、過去と現在の匿加はな "¥0 過去につくられようが、
現在つくられようが、神経細胞簡のシナプス結合があるかどうかである。従って、養育者からの慈しむ笑顔
がもてるようなイメージワーク(脳内体験)により作り出された自己イメージ脚本は、日が経過し、繰り返
し思い出されることで、脳内の報酬系神経シナプス回路を作り、イメージは脳にとって現実認知となったと
考えられる。
(結論)
本研究では、個別療法としての SAT療法の理論に基づき自己報酬型の自己イメージ脚本への変容を自指
す集団介入プログラムを開発し、実施し、介入後から 6カ月後のレジリエンス力に関連する自己価値感の高
さ、自己表現力の高さ、他に支援を求められる求援力が持てるという自己イメージ脚本が改善され、レジリ
エンスカとしての不安傾向が有意に軽減される、 6カ丹後の効果が確認された。このことから介入プログラ
ムがレジリエンス向上に寄与したと言えるO
審査の結果の要旨
本研究は、深刻なメンタルヘルス問題を持ち、離職率の高い看護師に対し、レジリエンスカ(精神的回復
力)を高めることで、ストレス耐性の高い自己イメージ脚本を持たせることができるかに関する挑戦的な集
団介入研究である。個別療法としての SAT療法の理論に基づき自己報酬型の自己イメージ脚本への変容を
目指す集団介入プログラムを開発し、実施した結果、介入直後や 6カ丹後においてレジリエンスカを示す不
安傾向の有意な減少につながったというものである。
本研究の知見は、メンタルヘルスに関する専門雑誌の2つの原著論文に掲載され、専門分野での評価を得
ているものであり、その社会貢献への可能性に富む研究とした評価した。
835 
平成23年 12月 19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った口その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(ヒューマン・ケア科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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